
つ
な
が
る
、
た
か
ま
る

地
域
の
ち
か
ら

四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
と
も
に

えいネ！高知東南部編集委員会  

問合せ先：国土交通省四国地方整備局土佐国道事務所  

〒780-0055　高知県高知市江陽町 2-2  
TEL.088-884-0359  

https://www.skr.mlit.go.jp/tosakoku/pres/kochi_to-nan.pdf 2024年 3月発行 1,000

【タイトル】
高知の「良い」という意味の方言「えいネ！」、

この冊子の素材となった高知東南部は「良いところ！」という趣旨、
地域づくりを進めていく熱意とかけ声としての「えい！」を掛け合わせています。

【デザイン】
ひとつひとつの異なる色を持つ地域の魅力とちからをつなぎ、

高めてゆくことを表現しています。
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えいネ！高知東南部
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：開通済み
：整備中（国）
：整備中（県）
：計画路線

四国８の字ネットワーク
（徳島～高知 約 170km）

：主な IC

香川県

徳島県
愛媛県

高知県

＜所在地＞高知県安芸市東浜９９
TEL.0887- 34 -1775

JA高知県柚子処理加工施設 P9

＜所在地＞高知県室戸市室戸岬町 533番地 2
TEL.0887- 22 - 0815

むろと廃校水族館 P12～P13

令和7年春開通予定

令和7年度開通予定

高
知
東
南
部
道
が
つ
な
が
り
、
人
、
産
業
、
名
産
品
が

つ
な
が
り
、
ひ
ろ
が
り
、
魅
力
が
伝
わ
る

＜所在地＞高知県安芸市幸町 1-16
TEL.0887 - 34 -8326

JA高知県安芸 営農経済センター P4～P5

：一般国道

(令和６年３月現在のネットワーク )

※この冊子では、　　　線で囲まれた高知県の13市町村を「高知東南部」と称しています。

（奈半利町、田野町、安田町、北川村、馬路村）  
＜所在地＞高知県安芸郡安田町安田1580（安田町役場内）  

TEL.0887-30-1865（中芸ゆずと森林鉄道 日本遺産協議会）  

日本遺産「ゆずロード」 P8

＜所在地＞高知県安芸郡北川村野友甲 1100
TEL.0887- 32 -1233

北川村 モネの庭 マルモッタン P10～P11

＜所在地＞高知県安芸郡馬路村 3888番地 4
TEL.0887- 44 -2021

JA馬路村 P6～P7

高知
伊野

土佐
高知南

高知中央 なんこく南

香南のいち
香南かがみ

高知龍馬空港

香南やす

芸西西

（仮）芸西東

（仮）安芸東

（仮）安田

（仮）安芸中

（仮）安芸西

大豊

川之江JCT

美馬

（仮）小松島

徳島津田

（仮）阿南

（仮）立江櫛渕

（仮）桑野

（仮）長池

（仮）新野
（仮）小野

由岐

（仮）海部

（仮）宍喰
（仮）甲浦

（仮）野根柏木
野友

板野 鳴門JCT

徳島JCT
徳島

徳島沖洲

藍住

土成
松茂SIC脇町

井川池田 吉野川SIC

川之江東JCT

新宮

南国

土居

新居浜

三島・川之江

高知市

南国市

香南市

芸西村 安芸市

馬路村

海陽町

那賀町

牟岐町

美波町

阿南市

佐那河内村

徳島市

神山町

石井町

小松島市

吉野川市

藍住町

鳴門市

北島町東みよし町

観音寺市

三好市

松茂町

つるぎ町
美馬市

板野町
阿波市

上板町

上勝町
勝浦町

室戸市

東洋町
安田町

田野町

奈半利町

北川村

香美市

土佐町

大川村

いの町

土佐市

本山町

四国中央市
新居浜市

大豊町

493

32

439

439

319

438

492
193

193

195

192

11318193
32

11

438

438

28

195

56

33

55

55
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JA高知県・安芸営農経済センタ
ー

販売課長  笹岡 晶 氏

JA高知県・安芸営農経済センター
部長  大谷 順之 氏

　
J
A
高
知
県
全
体
と
し
て
農
産
品
の
付

加
価
値
を
上
げ
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
消
費
地
か
ら
離
れ
て
い
る
高
知
県
は

輸
送
手
段
と
価
格
が
直
結
し
て
い
ま
す
。

安
定
供
給
が
出
来
れ
ば
、
予
約
的
相
対
取

引
の
中
で
付
加
価
値
の
高
い
取
引
が
増
え

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ゆ
ず
な
ど
は

す
で
に
輸
出
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
8
の
字

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に
海

外
取
引
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
れ
ば
、
ユ

リ
な
ど
の
花
卉
も
高
知
空
港
や
関
西
空
港

か
ら
輸
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
安
芸
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
は
ナ
ス
、

ピ
ー
マ
ン
を
始
め
と
す
る
野
菜
、
ゆ
ず
な

ど
の
果
樹
、
ユ
リ
、
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
、
ト

ナ
ス
の
高
付
加
価
値
化
を
通
じ
て
販
路
拡
大
、農
業
育
成
を

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
と
い
っ
た
花
卉
を
、
農
家

か
ら
の
委
託
で
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
ナ
ス
は
普
通
ナ
ス
と
呼
ば
れ

る
種
類
が
主
で
、
10
月
か
ら
6
月
に
収
穫
。

冬
春
生
産
量
で
は
全
国
一
で
す
。
温
暖
な

高
知
の
風
土
に
合
っ
た
作
物
で
、
ど
ん
な

料
理
で
も
合
う
万
能
野
菜
で
す
。
安
芸
地

域
の
生
産
は
約
2
万
ト
ン（
2
0
2
2
年

9
月

－

2
0
2
3
年
8
月
）で
す
が
、
こ

こ
1
、2
年
で
は
2
万
ト
ン
を
超
え
始
め
、

昨
年
の
販
売
額
は
74
億
円
あ
ま
り
で
し
た
。

　
環
境
制
御
な
ど
生
産
環
境
の
整
備
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
一
軒
あ
た
り
の
収
穫
量

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
経
験

や
勘
で
行
っ
て
き
た
温
度
や
水
分
、
日
射

量
な
ど
の
調
整
を
機
械
化
し
た
ほ
か
、
ハ

ウ
ス
の
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
を
上
げ

て
、
成
長
を
促
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

新
品
種
の
導
入
、
生
産
面
積
の
増
加
な
ど

様
々
な
要
因
で
生
産
量
が
伸
び
て
き
ま
し

た
。
安
芸
市
か
ら
は
新
規
就
農
者
の
支
援
、

ハ
ウ
ス
や
機
器
へ
の
援
助
な
ど
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
も
あ
り
、
生
産
者
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　
安
芸
市
に
は 

現
在
3
カ
所
の
集
出
荷
場

が
あ
り
、
選
果
機
で
規
格
ど
お
り
に
選
別

さ
れ
た
も
の
を
全
国
に
出
荷
、
出
荷
先
は

京
阪
神
、
京
浜
向
け
が 

60
％
超
を
占
め
て

い
ま
す
。　

　
現
在
、
県
下
で
ナ
ス
の
出
荷
量
が
一
番
多

い
安
芸
集
出
荷
場
で
は
、
午
前
に
集
め
た
ナ

ス
を
そ
の
日
の
う
ち
に
荷
造
り
し
て
、
翌
朝 

7
時
と
11
時
の
2
便
で
高
知
市
の
Ｊ
Ａ
高
知

県
園
芸
流
通
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
び
ま
す
。
そ

こ
で
他
の
出
荷
物
と
混
載
に
し
て
か
ら
、
関

東
、
関
西
方
面
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

完
成
す
れ
ば
、
安
芸
市
か
ら
西
の
高
知
市

に
も
つ
な

が
る
と
思

い
ま
す
。

た
だ
、
予

約
的
相
対

取
引
に
は

年
間
を
通

じ
た
一
定

供
給
量
を

要
求
さ
れ
、

気
温
が
低

く
な
る
冬
季
は
出
荷
量
が
減
る
の
が
課
題

で
す
。
ハ
ウ
ス
を
暖
房
す
れ
ば
冬
も
収

穫
量
が
増
え
ま
す
が
暖
房
費
、
資
材
費

が
か
か
り
燃
料
価
格
の
高
騰
は
頭
が
痛

く
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
単
価
向
上
で

相
殺
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ナ
ス

に
は
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ル
と
い
う
物
質
が
他

の
野
菜
に
比
べ
て
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、

高
め
の
血
圧
の
改
善
効
果
が
あ
り
ま
す
。

J
A
高
知
県
が
機
能
性
表
示
食
品
と
し
て

登
録
し
、
販
売
す
る
袋
に
も
表
示
す
る

な
ど
し
て
、
高
知
ナ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

に
運
ば
な
く
て
も
、
四
国
の
東
回
り
の
直

送
体
制
で
輸
送
が
出
来
ま
す
。
収
穫
か
ら

消
費
地
ま
で
の
時
間
を
1
日
か
ら
2
日
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
、
よ
り
鮮

度
が
高
い
ナ
ス
を
消
費
地
へ
届
け
る
こ
と

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、

輸
送
コ
ス
ト
も
下
が
る
は
ず
で
す
。
こ
の

メ
リ
ッ
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
四
国
8
の

字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期
完
成
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
J
A
高
知
県
は
エ
コ
シ
ス
テ
ム
栽
培
と

し
て
、
安
全
、
安
心
な
野
菜
作
り
を
促
進

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
予
約
的
相
対
取

引
と
い
う
定
量
、
定
価
に
よ
る
販
売
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ナ
ス
生
産
者
が
安
定

し
た
手
取

り
が
得
ら

れ
る
よ
う

に
な
り
、

さ
ら
に
生

産
者
が
増

え
れ
ば
地

域
活
性
化

高知県農業協同組合 安芸地区 安芸営農経済センター　＜所在地＞高知県安芸市幸町1-16　TEL.0887-34-8326

収穫されたナスは、毎日梱包され全国へ出荷される

ナス料理・レシピ動画配信「なすマダム」のみなさん

ナ
ス
は
安
芸
市
か
ら
京
阪
神
、
京
浜
を
含
む
全
国
に
出
荷
さ
れ
る
知
名
度
も
高
い
野
菜
で
す
。

こ
の
魅
力
を
高
め
る
新
た
な
付
加
価
値
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

直
送
体
制
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、

安
価
で
鮮
度
が
高
い
ナ
ス
が
消
費
地
へ

ナ
ス
は
高
知
の
風
土
に

合
っ
た
万
能
野
菜

血
圧
改
善
効
果
の
機
能
性
表
示
食
品

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
通
で

付
加
価
値
の
高
い
取
引
増
を
期
待

高めの血圧に効果がある機能性表示をしたナス
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一
方
で
、
観
光
へ
の
取
り
組
み
に
も
道

路
は
重
要
で
す
。
現
在
、
村
へ
の
観
光
客

は
年
4
〜
5
万
人
、
清
流
の
流
れ
る
川
や

千
本
山
、
温
泉
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
道

路
が
1
本
し
か
な
く
、
悪
天
候
な
ど
で
来

訪
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
安
芸
地
域
が
広
域
で
連
携
し
て
、
全
体

の
価
値
が
高
ま
る
の
は
と
て
も
良
い
こ
と

で
す
。
道
が
あ
る
程
度
つ
な
が
っ
て
い
る

2
，
3
の
地
域
か
ら
始
め
て
成
功
事
例
を

つ
く
り
、広
げ
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
馬
路
村
農
業
協
同
組
合
で
は
、
農
家
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
ゆ
ず
を
全
量
買
い
取

り
、
加
工
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
年
商
約

28
億
円
で
毎
日
約
1
0
0
0
万
円
の
商
品

が
村
か
ら
出
荷
さ
れ
る
計
算
で
す
。
農
協

で
の
雇
用
は
95
名
、
栽
培
農
家
は
1
9
0

戸
。
村
の
人
口
約
8
0
0
人
の
う
ち

4
5
0
人
が
ゆ
ず
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

約
70
品
目
の
関
連
商
品
を
自
社
工
場
で
生

産
し
て
お
り
、
一
部
商
品
を
除
き
約
4
〜

5
万
人
の
顧
客
へ
有
機
栽
培
を
売
り
に
直

販
し
て
い
ま
す
。

　
当
村
で
は
元
々
、
林
業
が
盛
ん
で
収
入

が
安
定
し
て
い
た
た
め
、
農
業
は
片
手
間

と
い
う
形
に
な
り
、
手
が
か
か
る
作
物
は

作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
林
業
経

営
の
先
行
き
が
不
透
明
に
な
る
中
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
ゆ
ず
に
た
ど
り
つ
い
た
の

で
す
。
ゆ
ず
は
消
毒
が
大
変
な
の
で
す
が
、

人
手
不
足
を
逆
手
に
取
っ
て
、
消
毒
し
な

い
「
無
農
薬
ゆ
ず
」
と
し
て
価
値
に
変
え

て
ア
ピ
ー
ル
し
、
加
工
製
品
を
売
り
出
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
百
貨
店
へ
の
出
展
、
電
話
や

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
注
文
を
受
け
る
方

法
で
販
路
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

“

田
舎
を
売
る”

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を

た
て
て
、
デ
ザ

イ
ン
や
イ
ラ
ス

ト
を
作
成
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
努

力
で
「
日
本
の

1
0
1
村
展
」で

ポ
ン
酢
し
ょ
う

ゆ
「
ゆ
ず
の
村
」
が
最
優
秀
賞
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、「
ご
っ
く
ん
馬
路
村
」（
ゆ

ず
ド
リ
ン
ク
）、
ジ
ャ
ム
　
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

な
ど
の
商
品
を
開
発
し
工
場
が
1
年
中
、
稼

働
す
る
よ
う
に
な
り
、
雇
用
創
出
が
実
現

し
ま
し
た
。
現
在
で
は
化
粧
品
、
シ
ャ
ン

プ
ー
、
リ
ン
ス
な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
ゆ
ず
の
原
料
は
馬
路
村
だ
け
で
は
不
足

す
る
た
め
、
北
川
村
、
安
田
町
に
加
え
、

西
部
の
津
野
町
、
梼
原
町
で
も
作
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
馬
路
村
と
同
じ
生
産
方

法
で
作
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
、

通
販
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
ゆ
ず
が
で
き
る
の
は
10
月
下
旬
か
ら
12

月
初
旬
ま
で
。
こ
の
期
間
に
ゆ
ず
を
絞
り
、

果
汁
を
急
速
冷
凍
し
て
高
知
市
の
冷
凍
庫

に
1
年
間
、
保
管
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か

ら
毎
日
必
要
な
分
の
果
汁
を
運
ん
で
き
て

加
工
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
製
造
し
た
商

品
を
帰
り
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
載
せ
、
高
知
の

営
業
所
に
持
っ
て
行
き
、
さ
ら
に
出
荷
先

別
に
宅
配
業
者
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
届
け
ま
す
。

そ
こ
か
ら
全
国
の
消
費
者
に
配
送
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
悪
天
候
な
ど
に
よ
る
道
路
の

通
行
止
め
や
、
渋
滞
に
よ
る
遅
延
は
頭
の

痛
い
問
題
で
す
。
原
材
料
が
来
な
い
と
生

産
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
道
路
状
況

が
、
毎
日
の
仕
事
、
経
営
に
直
接
的
に
影

響
し
ま
す
。

　
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ

れ
れ
ば
、
新
た
な
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
高

知
県
東
部
に
も
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
う
な
れ
ば
高
知
市
に
運
ば
な
く
て
も
村

か
ら
東
部
回
り
で
関
西
や
関
東
に
運
べ
ま

す
。
配
送
日
数
の
短
縮
で
さ
ら
な
る
販
売

拡
大
も
期
待
で
き
ま
す
。

同
じ
仕
様
書
（
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
に

沿
っ
て
栽
培
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
ジ
ュ
ー
ス
は
、
缶
で
12
か
月
、
瓶

だ
と
4
か
月
が
賞
味
期
限
で
す
。
出
荷

先
は
関
西
よ
り
も
関
東
が
多
い
の
で
す

が
、
新
鮮
な
物
を
お
届
け
し
た
い
の
で

添
加
物
は
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、
製
品
が
で
き
た
ら
1
日
で
も
早
く

お
届
け
し
た
い
の
で
す
。

　
さ
ら
な
る
顧
客
獲
得
、
販
路
拡
大
に
は

い
か
に
村
の
情
報
を
流
せ
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
お
客
様
に
は
、
オ
ー
ダ
ー
い
た
だ

い
た
商
品
を
届
け
る
時
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
一
緒
に
梱
包
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
規
の
お
客
様
に
は
、
馬
路
村
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
資
料
を
一
緒
に
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
直
販
し
て
い
る
お
客
様
か
ら
の
声
で
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
改
善
な
ど
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

　
ゆ
ず
商
品
の
売
れ
行
き
や
お
客
様
の
獲

得
は
、
収
入
、
雇
用
な
ど
を
通
じ
て
村
の

存
続
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
独
自
の
販
売

ル
ー
ト
が
あ
る
の
が
我
々
の
強
み
。
今
後

も
、
直
接
お
客
様
に
商
品
を
届
け
ら
れ
る

馬路村農業協同組合　＜所在地＞高知県安芸郡馬路村3888番地 4　TEL.0887-44-2021

多くの見学者も訪れる工場の外観

ゆ
ず
の
加
工
・
販
売
で
村
、
地
域
の
発
展
を

林
業
か
ら
ゆ
ず
栽
培
に
転
換
し
た
後
、
有
機
栽
培
を
売
り
物
に
し
た
ゆ
ず
商
品
を
製
造
、

販
売
す
る
こ
と
で
馬
路
村
地
域
を
支
え
て
い
ま
す
。

ゆ
ず
の
全
量
買
い
取
り
、

自
社
工
場
か
ら
加
工
品
を
直
販

地
道
な
努
力
で
販
路
開
拓
、

工
場
は
一
年
中
稼
働

い
か
に
顧
客
に
村
の
情
報
を

流
せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

道
路
状
況
が
毎
日
の
仕
事
、

経
営
に
直
接
影
響
す
る

馬路村農業協同組合代表理事専務  木下 彰二 氏

毎日、ゆずの搾汁、加工品生産が行われる
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　高知県のゆず出荷量は全国の53％（令和2
年産）で日本一と言われています。
　近年ではゆずの加工品開発および販売が順
調であったことから新植も進み、栽培量も増加
しています。この日本一と言われる高知県のゆ
ずの生産量の約52％が高知県東南部で生産さ
れています。
　1981年に操業を開始した安芸市にあるゆず
搾汁施設は、先に述べた情勢を背景に規模が
拡大され、現在では加工用として年間 2,700ト
ン～3,500トンを搾汁して、国内のポン酢や飲
料メーカーのみならず、シンガポール、アメリカ、
ヨーロッパなど海外へも年間100トン近くが輸
出されており、年間販売額は約14～15億円と
日本一の搾汁施設となっています。
　果汁のみならず皮も漬物用、サラダ用、お菓
子用、化粧品用として使用されるため、併設さ
れている玉（ゆず、ポンカン）の選果・出荷施
設と併せて年間を通じて出荷が行われています。

森林鉄道から日本一のゆずロードへ

かつての魚梁瀬森林鉄道（高知市立高知市民図書館蔵） 現在の「ゆずロード」ゆずや木材を積んだトラックが往来する

日本一のゆず産地にある出荷量日本一のゆず搾汁施設

～ゆずが香り彩る南国土佐・中芸地域の景観と食文化～

～ゆずロード～（日本遺産協議会活動のご案内）

ゆずロードガイドツアーの開催（日本遺産の案内ツアー） ゆず香る土佐の皿鉢（さわち）料理

ゆずは洗浄された後、必要に応じて冷蔵（冷凍）保管され、プラントにて皮がむかれ、搾汁され、果汁、皮、それぞれ出荷されてゆく

ゆずの果汁は国内大手のポン酢や飲料メーカーなどで商品化される

10月末～ 12月初旬の収穫期には搾汁用ゆずが次々に届く

高知県東南部地域が誇る日本遺産「ゆずロード」

●施設名称　JA高知県柚子処理加工施設
●施設面積　約2,900 ㎡
●取り扱い量
　◆ゆず酢玉（搾汁用）
　　約2,700トン（最大 3,700 トン）
　◆ゆず、ポンカン青果
　　約300～ 400トン
　◆販売先
　　ゆず果汁　国内大手ポン酢・飲料メーカー
　　ゆず青果　全国の卸売市場
　　ゆず皮　　国内大手製油メーカー

▼以下のホームページでご確認の上、ぜひ一度「ゆずロード」を訪れてみませんか。

　高知東南部の中芸地域（奈半利町、田野町、
安田町、北川村、馬路村）は、かつては魚梁
瀬杉を代表とする良質な杉に恵まれ、伐採木運
搬のために森林鉄道が約 300km 敷設されま
した。林業が衰退した現在、地元民の努力によ
りゆずの栽培が盛んになっており、かつての森
林鉄道用に造られた橋や隧道（トンネル）は現

在、ゆず畑の広がる「ゆずロード」となってい
ます。一方で、これらの橋や隧道は、貴重な
文化遺産として国重要文化財に指定され、更
に地域の食文化や歴史、伝統行事、風景など
を加えた文化財とストーリーが平成 29 年
（2017年）に「日本遺産」として認定されること
になりました。

　地域の川沿いや山間に広がるゆず畑の小さく
かわいい白い花、深く鮮やかな緑の葉、熟する
と共に濃くなる果実が季節毎に景観を彩り、ゆ
ず寿司などの風味豊かな郷土料理と共に、年中
「ゆずロード」を訪れる人々を楽しませ、癒やし
てくれます。
　この地域の日本遺産について理解を深めてい

ただき、地域の活性化につなげるために協議会
ではゆずロードミュージアムの開設（日本遺産
関係の写真パネル、ジオラマ模型展示）、ゆず
ロードガイドツアーの開催（日本遺産の案内ツ
アー）、ゆず Fes（日本遺産をテーマにしたイベ
ント開催）を行っています。

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
TEL.0887-30-1865   E-mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp

http://yuzuroad.jp検索ゆずとりんてつ Click!
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株式会社きたがわジャルダン

庭園管理責任者  川上 裕 氏

株式会社きたがわジャルダン
代表取締役社長  和田 昌敏 氏

モ
ネ
の
庭
を
周
遊
さ
れ
る
お
客
様
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
当
社
と
し
て

も
、
共
通
項
が
あ
り
連
携
も
し
や
す
い
で

す
。
高
知
県
東
部
は
大
き
な
宿
泊
施
設
が

な
い
の
が
課
題
で
す
。
体
制
を
整
備
し
て
、

複
数
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
を
結
ぶ
周
遊
ル
ー

ト
を
作
り
た
い
で
す
ね
。
ア
ク
セ
ス
の
相

談
は
90
％
が
徳
島
県
か
ら
で
す
、
高
規
格

道
路
が
徳
島
県
と
直
結
し
た
ら
近
畿
も
日

帰
り
圏
内
で
す
。
日
帰
り
で
も
、
モ
ネ
の

庭
、
高
知
東
部
が
周
遊
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

和
田
：「
北
川
村　
モ
ネ
の
庭　
マ
ル
モ
ッ

タ
ン
」
は
、
北
川
村
が
筆
頭
株
主
の
第
三

セ
ク
タ
ー
、
き
た
が
わ
ジ
ャ
ル
ダ
ン
が
運

営
し
て
い
ま
す
。
開
業
2
0
0
0
年
で
今

年
で
24
年
目
、
パ
リ
郊
外
の
ジ
ヴ
ェ
ル

ニ
ー
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
印
象
画
の
画
家
ク

ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
庭
を
再
現
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
い
わ
ば
奇
跡
だ

と
思
い
ま
す
。
村
お
こ
し
の
ゆ
ず
ワ
イ

ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
突
然
、
キ
ャ
ン

セ
ル
さ
れ
て
、
す
で
に
補
助
金
も
出
て

い
て
事
業
は
や
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う

事
態
に
陥
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
が
た
ま
た
ま
読

ん
だ
記
事
か
ら
、こ
れ（
モ
ネ
の
庭
）や
っ

て
み
な
い
か
と
提
案
が
あ
り
、
当
時
の

担
当
者
は
突
然
現
地
へ
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
と
に
か
く
必
死
だ
っ
た
ん

で
し
ょ
う
、
モ
ネ
財
団
の
理
事
長
の
故

ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ケ
ン
プ
さ
ん
が
そ
の

熱
意
に
感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、

北
川
村
を
応
援
し
て
や
れ
、
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

和
田
：
モ
ネ
財
団
の
指
導
を
受
け
着
手
し

ま
し
た
が
、
最
初
は
ダ
メ
出
し
さ
れ
て
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
開
園

後
数
年
を
経
て
、
今
の
庭
園
管
理
者
の
川

上
裕
が
入
っ
て
や
り
直
し
な
が
ら
仕
上
げ

て
い
き
ま
し
た
。

　
モ
ネ
の
世
界
観
を
再
現
で
き
て
い
る
か

ど
う
か
、
不
定
期
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
監
査

が
あ
る
の
で
す
が
、
想
い
を
も
っ
て
が
ん

ば
り
続
け
、
信
頼
関
係
を
醸
成
し
て
い
き

ま
し
た
。
光
の
画
家
と
言
わ
れ
る
モ
ネ
の

精
神
を
受
け
継
ぎ
絵
画
の
世
界
を
表
現
す

る
、
そ
れ
が
一
番
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

川
上
：
私
は
2
0
0
3
年
か
ら
庭
の
責
任

者
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
初
か
ら
改
良
点

が
山
ほ
ど
あ
り
、
当
初
想
定
し
た
よ
り
遙

か
に
大
変
で
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
は
気
候

や
風
土
が
違
う
の
で
、
土
を
作
り
苗
を
作
り

和
田
：
お
客
様
は
女
性
が
多
く
7

－
8
割
、

年
齢
層
は
高
め
で
す
。
た
だ
、
夜
の
イ
ベ

ン
ト
を
充
実
さ
せ
た
り
、
花
火
を
あ
げ
た

り
し
て
、
若
い
層
に
も
浸
透
し
て
き
て
い

ま
す
。
累
積
の
入
場
者
は
2
0
0
万
人
で
、

昨
年
は
初
め
て
年
間
10
万
人
超
え
ま
し
た
。

半
数
は
高
知
県
で
か
つ
6
割
が
四
国
、
さ

ら
に
中
国
地
方
、
首
都
圏
、
関
西
圏
を
中

心
と
し
た
個
人
客
、
団
体
客
で
す
。
車
で

の
来
訪
が
多
く
、
滞
在
時
間
は
1
時
間
半

〜
2
時
間
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
気
持
ち

が
内
向
き
に
な
っ
た
コ
ロ
ナ
時
代
は
、
む

し
ろ
我
々
を
強
く
ま
し
た
。
T
V
番
組
に

紹
介
さ
れ
、
毎
日
更
新
す
る
イ
ン
ス
タ
、

X
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
も

増
え
ま
し
た
し
。

川
上
：「
モ
ネ
の
庭
」
と
い
う
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
は
非
常
に
大
き
い
で
す
。
こ
れ
を

利
用
し
て
、
徳
島
県
、
関
西
圏
の
方
を
呼

び
込
み
、
高
知
県
東
部
全
体
の
各
施
設
、

地
域
と
連
携
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

和
田
： 

2
0
2
3
年
N
H
K
の
朝
ド
ラ

「
ら
ん
ま
ん
」
効
果
で
人
気
が
高
ま
っ
た

牧
野
植
物
園
、
徳
島
の
大
塚
国
際
美
術
館
、

と
徐
々
に
し
か
で
き
な
い
、
描
い
た
庭
に
近

づ
く
ま
で
10
年
以
上
か
か
り
ま
し
た
。

川
上： 

既
に
あ
っ
た
「
花
の
庭
」「
水
の
庭
」

に
加
え
て
、
モ
ネ
が
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
に
移

り
住
ん
だ
1
8
8
3
年
に
訪
れ
て
感
動
し

大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
い
う
北
イ
タ
リ

ア
の
ボ
ル
デ
ィ
ゲ
ラ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

"光
の
庭
"を
2
0
0
8
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
も
の
の
、
そ
の
後
の
多
湿
な
高
知
の
気

候
に
よ
り
、
地
中
海
の
ド
ラ
イ
な
イ
メ
ー

ジ
が
崩
れ
て
き
た
為
、
改
め
て
原
点
に
立

ち
戻
り
、"光
ボ
ル
デ
ィ
ゲ
ラ
の
庭
"
と
し

て
全
面
刷
新
し
て
2
0
2
0
年
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
の
ド
ラ
イ
感
を
出
す
た
め

に
、
フ
ラ
ン
ス
の

専
門
家
や
、
牧
野

植
物
園
の
知
り
合

い
に
も
聞
い
て
、

こ
れ
な
ら
い
け
る

と
。
そ
の
後
、
来

場
者
か
ら
も
喜
ば

れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

モネが愛した睡蓮と水面の光の反射が美しい「水の庭」

モネの庭　マルモッタン　＜所在地＞高知県安芸郡北川村野友甲1100　TEL.0887-32-1233

「
光
の
庭
」
再
オ
ー
プ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
で
浸
透

北川村

モネの庭
マルモッタン

フ
ラ
ン
ス
印
象
画
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
世
界
を
再
現
し
た「
北
川
村 

モ
ネ
の
庭 

マ
ル
モ
ッ
タ
ン
」。

集
客
ア
ッ
プ
の
た
め
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

奇
跡
の
経
緯
で
生
ま
れ
た

フ
ラ
ン
ス
印
象
派
巨
匠
の
庭

最
初
は
ダ
メ
出
し
も
、モ
ネ
の

精
神
を
受
け
継
ぎ
信
頼
関
係

「
光
の
庭
」
を
地
中
海
の
庭
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

徳
島
県
と
高
規
格
道
路
で
つ
な
が
れ
ば
、

関
西
か
ら
日
帰
り
も
可
能
に

再オープンした地中海がテーマのボルディゲラ「光の庭」
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室
戸
市
に
は
、
も
っ
と
今
の
廃
校
水
族

館
の
知
名
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
泊
ま
り
た
く
て
も
泊
ま
る

ホ
テ
ル
が
な
い
、
室
戸
岬
や
道
の
駅
キ
ラ

メ
ッ
セ
室
戸
の
駐
車
場
整
備
も
必
要
で
す
。

当
館
は
小
さ
な
施
設
で
滞
在
時
間
は
一
時

間
程
度
と
短
い
。
他
の
と
こ
ろ
を
周
遊
し

て
も
ら
え
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
高
知
県

に
は
車
で
旅
行
し
て
7
泊
8
泊
で
き
る
ぐ

ら
い
の
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
の

で
す
か
ら
。

　「
む
ろ
と
廃
校
水
族
館
」※

は
、
そ
の
名

の
通
り
、
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
（
旧
椎

名
小
学
校
）
を
水
族
館
に
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
私
の
属
す
る

N
P
O
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
が
国
土
交

通
省
か
ら
「
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
に
影
響
が

な
い
よ
う
国
道
に
橋
を
作
り
た
い
」
と
相

談
を
受
け
た
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、

2
0
0
3
年
か
ら
室
戸
市
に
職
員
を
常
駐

さ
せ
て
、
定
置
網
に
入
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
調

査
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
予
算
的
な
問
題

か
ら
撤
退
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間

に
、
地
元
と
の
関
係
が
深
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
室
戸
市
は
水
産
資
源
が
豊

か
で
人
が
明
る
い
。
そ
れ
な
ら
廃
校
を
活

用
し
て
室
戸
で
調
査
を
続
け
た
い
、
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
前
市
長
に
「
廃
校
の
プ
ー
ル

で
ウ
ミ
ガ
メ
飼
っ
て
い
い
で
す
か
」
と
雑

談
し
て
い
る
う
ち
に
、
水
族
館
の
可
能
性

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
水
族
館
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

当
館
と
同
じ
く
2
0
2
0
年
に
開
館
し
た

香
川
県
の
「
四
国
水
族
館
」は
70
億
円
か

か
っ
て
い
ま
す
が
、
当
館
は
ト
ー
タ
ル
で

5
億
5
0
0
0
万
円
、
水
族
館
部
分
は
1

億
円
で
す
。
た
だ
、
廃
校
に
5
億
円
と
い

う
の
は
市
民
感
情
と
し
て
か
な
り
の
額
と

感
じ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
指
定
管
理
者
に
な
る
と
、
指
定

管
理
料
を
自
治
体
か
ら
い
た
だ
き
な
が
ら

運
営
す
る
こ
と
が
通
常
で
す
が
、
こ
こ
は

ゼ
ロ
。
入
館
料
と
グ
ッ
ズ
の
売
り
上
げ
だ

け
で
や
っ
て
い
て
、
け
っ
こ
う
が
ん
ば
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら

指
定
管
理
料
ゼ
ロ
で
赤
字
補
填
な
し
経
営

が
可
能
な
の
か
を
知
り
た
く
て
、
今
で
も

全
国
各
地
か
ら
視
察
に
訪
れ
ま
す
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
は
室
戸
市
の
海
洋
生
物
を

展
示
す
る
こ
と
で
す
。
通
常
の
水
族
館
は

日
本
や
世
界
中
か
ら
生
き
物
を
買
っ
て
き

て
、
そ
の
生
態
に
合
わ
せ
て
水
槽
を
作
り

ま
す
が
、
当
館
は
予
算
が
な
い
の
で
、
生

き
物
が
来
て
か
ら
考
え
ま
す
。
例
え
ば
マ

ン
ボ
ウ
が
来
る
と
、
う
ち
の
水
槽
施
設
で

は
長
生
き
で
き
な
い
の
で
、
元
気
な
う
ち

に
一
週
間
だ
け
展
示
し
て
、
ま
だ
元
気
な

買
っ
て
く
だ

さ
る
人
が
多

い
ん
で
す
。

　
か
ま
ぼ
こ

や
お
で
ん
を

地
元
の
業
者

と
共
同
開
発

し
ま
し
た
。

既
存
の
お
土

産
も
全
量
買

い
取
り
方
式
で
仕
入
れ
て
い
て
、
地
元
が

潤
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
当
初
、「
ま

た
赤
字
施
設
を
作
る
の
か
」
な
ど
と
反
対

も
あ
っ
た
の
で
、
味
方
を
大
勢
作
り
た
い

と
思
っ
た
の
で
す
。
最
近
で
は
「
サ
バ
ら

し
い
日
々
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
14

の
飲
食
店
、
3
つ
の
観
光
施
設
の
共
通
チ

ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
が
盛

り
上
が
っ
て
観
光
客
が
増
え
れ
ば
魚
が
売

れ
て
、
漁
業
者
の
収
入
も
上
が
り
ま
す
。

当
館
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
元
の
事
業
者

も
一
緒
に
生
き
残
り
発
展
し
て
い
か
な
い

と
、
地
域
も
当
館
も
未
来
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

う
ち
に
ま
た
海
に
返
す
。
地
元
で
獲
っ
て

い
る
か
ら
で
き
る
ん
で
す
ね
。

　
朝
、「
獲
れ
た
」
と
連
絡
が
入
る
と
、

職
員
が
取
り
に
行
き
ま
す
。
商
品
と
し
て

売
れ
な
い
も
の
、
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
、

傷
が
つ
い
て
い
る
も
の
、
な
ど
を
も
ら
っ

て
き
ま
す
。

　
大
切
な
の
は
、
国
道
を
通
る
行
楽
客
を

ど
れ
だ
け
呼
び
込
め
る
か
で
す
。
損
益
分

岐
点
は
入
場
者
年
間
4
万
人
に
設
定
し
ま

し
た
が
、
1
年
目
は
16
万
人
と
大
幅
に
上

振
れ
し
ま
し
た
。

　
県
外
か
ら
の
お
客
様
は
関
西
圏
が
多

く
、
徳
島
県
の
大
塚
国
際
美
術
館
か
ら
当

館
を
回
る
の
が
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
開
通

し
た
ら
、
徳
島
ル
ー
ト
の
お
客
様
が
増
え

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
も
電
話
問
い

合
わ
せ
は
徳
島
方
面
が
多
い
で
す
。

　
入
場
料
を
大
人
6
0
0
円
、
小
中
学
生

3
0
0
円
と
低
く
抑
え
て
い
る
ほ
か
、

グ
ッ
ズ
な
ど
も
工
夫
し
て
い
ま
す
。
車
な

ら
持
ち
運
び
が
便
利
な
の
で
、
市
街
の
水

族
館
に
比
べ
て
ぬ
い
ぐ
る
み
を
い
く
つ
も

むろと廃校水族館　＜所在地＞高知県室戸市室戸岬町533番地 2　TEL.0887-22-0815

室戸市の海で獲れたウミガメが泳ぐプール、毎日スタッフが見回っている

むろと廃校水族館
館長  若月 元樹 氏

廃
校
水
族
館
を
活
か
し
地
域
と
と
も
に
歩
む

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
か
ら
廃
校
を
利
用
し
た
水
族
館
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
観
光
客
に
ま
た
来
た
い
！
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
様
々
工
夫
し
て
い
ま
す
。

低
建
設
費
、指
定
管
理
料
ゼ
ロ
、

赤
字
補
填
な
し
を
実
現

国
道
の
行
楽
客
の
呼
び
込
み
・
県
外
か
ら
の

集
客
増
で
、
地
域
の
発
展
に
貢
献

室
戸
市
で
獲
れ
た
も
の
に

こ
だ
わ
り
展
示

知
名
度
の
活
用
と
周
遊
に

必
要
な
施
設
整
備
を
要
望

※

正
式
名
称
は
「
室
戸
市
海
洋
生
物
飼
育
展
示
施
設
む
ろ
と
海
の
学
校
」

地元で獲れた魚、えいが泳ぎまわる水槽
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室戸市

むろと
廃校水族館



（高知県東南部）四国8の字ネットワークと  ともに つながる、たかまる 地域のちから
地域の魅力・取り組みをつなげ、さらなる地域価値のたかまりやひろがり、そして  災害に強い、持続的な地域づくりのために、みなさまとともに道づくりを進めています。

●国道32号・55号は、 南海トラフ巨大地震による津波浸水等により分断され、緊急輸送道路としての機能を失う恐れ
があります。
●津波等の影響を受けずに高知自動車道・高知新港・高知龍馬空港や陸上自衛隊高知駐屯地をつなぎ、救急・救命
活動や救援物資の供給等を行うための災害に強く信頼性の高い緊急輸送道路を確保します。

●地方の中心都市を効率的に連結します。
●緊急医療施設へのアクセス性及び走行性の向上に貢献します。
●南海トラフ巨大地震発生時の緊急輸送道路の確保に貢献します。
●豪雨・洪水時においても寸断されることのない　安心・安全な道路ネットワークを確立します。

信頼性の高い緊急輸送道路の確保 安全で快適便利な暮らしをめざし、未来へと希望をつなぐ 広域的な規格の高い四国8の字ネットワークづくり

●高知県東部地域では、室
戸世界ジオパークセンターの
開設や中芸5町村の日本遺産
認定などの様々な地域の取組
や新たな観光施設により、主
要観光施設の利用者数は増
加傾向となっています。

●全線開通した高知南国道
路に加え、南国安芸道路（高
知龍馬空港 IC～香南のいち
IC）の開通により広域ネット
ワークが形成され、高知龍馬
空港や高知自動車道と高知県
東部地域がつながることで、
更なる交流人口の拡大が期
待されます。

●地震による津波での予想浸水箇所は、高規格道路未整備区間（四国の東南部及び西南部）に集中しています。

広域ネットワークの形成による交流人口の拡大 大規模災害発生時における道路の現状と課題

室戸世界
ジオパーク

香南
のいちIC 高知龍馬

空港IC 

高知龍馬空港

香南市

南国市

高知市

芸西村 安芸市

室戸市

東洋町

香美市 高知県

徳島県馬路村

安田町

北川村

奈半利町

田野町

E32

E56

E55

N日本遺産認定
5町村

資料）主要観光施設：
R1県外観光客入込・動態調査報告書（高知県）

高知県
東部地域

高知IC

南国IC至
松
山
市

至
徳
島
市

至高松市

高知県東部地域が高知IC、空港と繋がる
広域ネットワークの形成

南国安芸道路高知南国道路

開通済区間

南国安芸道路
（芸西西～安芸西）

開通済区間

高知東部自動車道E55

令和７年春頃
開通予定

北川道路
2-2工区(県) 

北川道路
1工区(県) 

C

むろと廃校水族館

室戸世界ジオ
パークセンター

陸上自衛隊
高知駐屯地

高知県
高知IC

南国IC

E32

E56

N

E55

伊野IC

土佐IC

土佐SIC

須崎東IC

香南市
南国市

芸西村

安芸市
高知市

至
松
山
市

至
徳
島
市

香美市

安田町

田野町

室戸市

北川村

至高松市

南国安芸道路
南国安芸道路

（芸西西～安芸西）

高知東部自動車道

令和７年春頃
開通予定

高知南国道路

開通済
区間

開通済
区間

E55 東部地域へ

津波等の影響を受けずに繋ぐ
緊急輸送道路を確保

広域的な救命・
救助活動等

高知新港
高知龍馬空港

空からの救援
物資供給等

海からの救援
物資供給等

（ ）資料）南海トラフの巨大地震による震度分布・津波浸水予測 H24.12 高知県

E55

西部地域へ
津波等の影響を受けずに繋ぐ
緊急輸送道路を確保

奈半利町

E32

E56

E56

E11

E76 E30

E11 E11

E32

E55

〈高知県東部地域への広域観光ルートを形成〉

〈災害に強い道路の形成〉

国土交通省四国地方整備局土佐国道事務所　＜所在地＞高知県高知市江陽町2-2　TEL.088-884-0359

徳島県

香川県愛媛県

高知県四国
縦貫

自

動車
道

四国
横断

自
動
車道 高知東部

　   自動車道

　　　 四国横断自動車
道四国縦貫自動車道

阿南安芸
自動車道

E55

E32

E32E11

E11 E11
E11

E76 E30

E56E56

四国縦貫・横断自動車道
高知東部自動車道
阿南安芸自動車道

四国8の字ネットワーク

四国8の字ネットワーク

徳島市

高松市

松山市

高知市

凡　例

開通予定区間
開通済区間
未開通区間

高速道路
国道
関連事業（開通済）
関連事業（未開通）
調査中区間

高知東部自動車道 その他

主要観光施設

凡　例

開通予定区間
開通済区間
未開通区間

高速道路
国道
関連事業（開通済）
関連事業（未開通）
調査中区間

高知東部自動車道

その他

津波浸水予測区域

1415


